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【研究の概要等】  

本研究の目的は、脊髄損傷患者の重篤な起立性低血圧を克服するバイオニック血圧

制御システムの基盤技術の開発である。申請者は、血圧情報に基づき交感神経を電気

刺激することで起立性低血圧を防ぐバイオニック血圧制御システムの開発に成功し

ている。しかしながら、このシステムでは腹腔神経叢を刺激することで交感神経を刺

激した。臨床応用を考える際に腹腔神経叢は後腹膜に位置し、電極の装着が容易では

ない。そこで本研究では臨床的に比較的容易に交感神経刺激が行える①硬膜外電極に

よる脊髄刺激および②低侵襲な体性入力を利用した脊髄反射を介した交感神経刺激

でバイオニック血圧制御システムを構築する基盤技術を開発する。その上で、③頚髄

傷害に対して起立性低血圧を予防する制御論理の確立および制御パラメタの最適化、

さらに④胸髄傷害に対して起立性低血圧を予防する制御論理の確立および制御パラ

メタの最適化を行う。①―④を４年目までに開発した後に、最終年度は⑤申請者が治

療を行っている脊損患者の起立性低血圧でこれらの治療戦略の有効性を評価し、バイ

オニック血圧制御システムの実用化のための基盤を確立する。 
【当該研究から期待される成果】 

血管運動中枢が変性した Shy-Drager 症候群や交感神経系に血圧制御情報が適切に

伝わらない脊損患者においては、末梢交感神経活動を電子的に制御する戦略は病態に

即したものであり、劇的な治療効果が期待される。起立性低血圧を回避することで患

者が受動座位をとることができるようになると、QOL の改善のみならず生命予後の

改善に大きく貢献することが期待される。 
 バイオニック心臓病学は我が国で独自に開発された科学技術であることから、本研

究の推進は我が国の知的財産の創出に貢献することができる。バイオニック心臓病学

の推進に必要な基本特許は申請者により既に多数出願・取得されている（国内特許５

件、国際特許５件）。政府においても平成１５年７月の総合科学技術会議の報告書「

ナノテクノロジー・材料分野の産業発掘の推進について」において「ナノバイオニッ

ク産業」は国際競争力のある新たな産業の発掘が期待される領域と答申されている。

バイオニック医学の開発は我が国の科学技術立国戦略に合致するものである。  
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【研究期間】 平成18年度－22年度  

        

 
【研究経費】  26,600,000 円      

           
 

【ホームページアドレス】      http://www.med.kyushu-u.ac.jp/cardiol/ 
 

 


